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大きさがサイ ト毎に異なるイジングモデルを考えている｡▲大 きさの分布は区間 [0､S]で一




















































は急激 に増加す るが､やがて成長 は頭
打ちとなる｡ これは5つの異なるモデ
ルについての全体 の分布である｡ 各モ
デル毎 にその平均値 をプ ロッ トした も
のが図 3で ある｡格子サイズが 20-
30程度 の ところにサイズ依存性 に変
化が見 られ る｡ これは､ ドメイ ンのフ
リップには影響 しない桂皮の弱い磁場
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緩和時間の このよ うな変化 は次のような理解が考えられる｡ このモデルでは小 さいス ピン










希薄磁性体における磁化 ドメインの成長過程が参考になる｡ すなわち､弱 く結合 した ドメイン
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